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今、ジャパンレザーが面白い

世界に誇る日本レザー
本場を超える進化

「日本レザー、
これからがチャンス」

東京レザー探訪

　浅草寺に東京スカイツリー。話題のエリア浅草で、もうひとつ注目の

トレンドが生まれつつある。それが革製品の街・浅草で受け継がれてき

たジャパンレザーの進化だ。

　レザー製品はもともと、ヨーロッパ発祥の文化。優れたレザーと言え

ばイタリアやフランスと言われてきた。けれど、世界の良いところを取

り入れながら、本家を超えるほどに工夫をする日本の器用さで、今や世

界のトップレベルの革が、ここレザーの街・浅草で生まれつつある。一

時は安いアジア製品に押された日本のレザー文化。量より質の発想で個

性を極めて活路を切り開く浅草レザーに、脚光が集まっている。

　古くから日本随一の革製品の街、東京・浅草。かつて一帯に広がって

いたレザータンナーは、数こそ少なくなったけれど、その分、今も残る

のはユニークなオリジナルのセンスを磨いた企業たち。そのひとつが、

レザータンナーのカナメだ。革製品独特の自然な風合いを引き出すベジ

タブルタンニンなめしを専門にする東京で数少ないタンナー。

　隅田川にほど近いカナメの工場に入ると、すぐに目に飛び込んでくる

のが、大きな木製のドラム。この中で革を洗い、染め、加工し、カナメ

だけのオリジナルレザーに仕上げる。「料理と同じように、革作りも、

レザーを、どんな温度や染料、薬品でどの程度、加工するか。数値化で

きないレシピのような感性で作り上げる」のがカナメの真髄だ。カナメ

が使うレザーの原素材は、世界各国から仕入れたもの。薬品や染料もイ

タリア製品など世界の良品。それらを使いながら、日本独自のレシピで

メイドインジャパンのレザーに作り上げる。「素材は世界中から集まる

時代。それを日本で革独特の風合いを出す最終仕上げの感性が、これか

らの生きる道」（佐久間勇専務取締役／企画開発）と考えている。

　カナメが供給するのは、人気のメンズ、レディスブランドの財布やバッ

グなどに使う革。素材に色を塗り込むのではなく、革の繊維の中に色を

染み込ませるベジタブルタンニンなめしの技法で、透明感のある色合い・

ツヤを出すのは日本の匠の技そのもの。ファッショントレンドを表現す

るきれいなグリーンやブルー、イエローに染まったカナメの革は、今や

半分近くが、海外へ輸出される。

「世界中の良いものを集めて、日本の丁寧な仕事で仕上げる革は、革の

本場フランスやイタリアにも並ぶもので、絶対になくならない。逆にこ

れからが世界的にチャンス」と話す。

カナメ　東京都墨田区向島2-6-16
☎03-3623-8545

世界基準
「やっぱり日本のレザーは良い」そう話すのは、レザー商社のニッピフ

ジタ。レザーメーカーと一緒に革を作り、ブランドに卸す、言わば“レザー

のコーディネーター”だ。

　世界中のレザーを仕入れ、さまざまな企業に卸すニッピフジタ。中で

も国産のベジタブルタンニンなめしのレザーは看板商品のひとつで、「世

界基準の日本のレザーをオリジナル企画」している。「海外には風合いの

良いレザーはあるけれど、日本のレザーは風合いと耐久性、品質が整っ

ている。色気があるのに、品質が良い。そんな好条件が揃ったレザーは

日本が一番」だ。「革本来の良さを引き出したベジタブルタンニンなめし

の国産レザーの供給が増えている」。

　かつては少なかった国産の馬革、テキスタイルと同じくらいきれいな

模様を描き出す型押しレザー、水彩絵の具のようにきれいな色の出るヌ

バックなどが浅草のショールームにところ狭しと並ぶ。「丁寧・確実・

安心という国産の魅力はレザーも一緒。皮革は欧米から始まった文化だ

けど、もうフランスやイタリアと同じレベルになっている」。

ニッピフジタ　東京都台東区浅草6-23-3
☎03-3784-4161

世界基準の日本のレザー文化が見られるイベント
世界基準の製品が続々と生まれているジャパンレザー。そのすべてが見

られるイベントが、日本レザーの祭典・東京レザーフェア。今回紹介し

た、カナメやニッピフジタをはじめ、日本を代表するレザー企業が集い、

最新の革素材や革製品を一同に並べ、バイヤーに提案する。革の魅力を

発信する特別ステージも盛りだくさん。ファッション製品を作るプロに

は必ず見てもらいたいイベント。

第90回 東京レザーフェア
日時	 2014年 6月19日（木）9:00～17:00 （受付終了時刻 16:30）
	 2014年 6月20日（金）9:00～16:30 （受付終了時刻 16:00） 
会場	 都立産業貿易センター 浜松町館　〒105-0022 東京都港区海岸1-7-8 
主催	 協同組合資材連［（一財） 日本ファッション協会会員］
共催	 東京都
後援	 経済産業省・台東区・（一社）日本皮革産業連合会
協賛	 リネアペッレ
 H P	 http://tlf.jp


